
●講義の概要
　日本経済史あるいは日本経営史の研究領域において、修士
論文を作成するために必要な基礎能力を養います。まずは研
究課題の設定にむけて、基本文献の輪読からはじめます。

●講義の到達目標
　日本経済史や日本経営史の領域で修士論文を作成する基礎
的能力の習得をめざします。その過程においては、基本文献
だけでなく、学術書・学術論文を消化していきます。それと
並行して、自分の関心と研究史の現在の到達点を見すえなが
ら、長期的な展望のもと、研究期間内に実現可能と思われる
課題を設定します。その後は、必要な史料の収集と分析をく
り返すなかで、報告と討論をつうじて内容の充実をはかりた
いと思います。そのさいには、困難があっても、かんたんに
あきらめない、ねばり強さが必要です。

●講義計画
　前期はテキストや基本文献の輪読と討論をつうじて、当該
分野の基礎をひろく学びながら、研究課題の設定につとめて
もらいます。後期は研究課題に直接関連する先行研究を丹念
に検討すると同時に、調査をつうじて収集した史料の分析を
おこないます。また、必要におうじて、本学の商業史博物館
の所蔵史料を利用して、一次史料の実戦的な読解をおこない
ます。

●成績評価基準と方法
　各回の準備状況・発表・討論と期末レポートを総合的に評
価します。そのさいには、修士論文作成に必要な研究能力と、
当該分野におけるこれまでの研究にはない、新しい知見をえ
るだけの調査能力と分析能力を身につけることができたか、
が重要になります。

●テキスト又は参考文献
　テキストは受講生と相談したうえで決めたいと思います。
参考文献は、それぞれの研究課題やすすみ具合にあわせて、
そのつど指示します。

●受講上の留意点
　演習は、先行研究の内容や歴史的事実をたんに学ぶ場では
ありません。新しい知見をうみだすための能力を身につける
必要があります。そのためには、すべてにおいて、ねばり強
さが必要です。
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●講義の概要
　地域における具体的な社会・経済事象を題材に取り上げ、
経済学的視点を中心に調査、実証分析、討論などを行うこと
により、問題解決型の思考方法の習得を目指します。

●講義の到達目標
　研究テーマに関する文献・資料の検索・収集・整理など修
士論文の作成に必要な基礎的研究能力を習得します。調査、
実証分析などの実践により、経済分析手法の基本が理解でき
るようになるとともに、これらについての討論などを通して
問題解決型の思考習慣を習得することを目標とします。

●講義計画
　前期は、テキストの輪読を通じて題材に対する各自の問題
意識を深めてもらいます。後期は、各自の問題意識に即して
研究テーマを設定し、指示された文献についての発表、調査
や実証分析などの経過報告、討論などを通じて研究の内容を
充実させながらレポート作成を進めてもらいます。

●成績評価基準と方法
①評価方法
　発表・討論（50％）、期末レポート（50％）により評価しま
す。
②評価基準
・修士論文の作成に必要な基礎的研究能力を習得しているか。
・経済分析手法の基本を理解しているか。
・問題解決型の思考方法により社会、経済事象に関する問題
点を適切に説明できるか。

●テキスト又は参考文献
―テキスト―
受講生と相談のうえ選定します。
―参考文献―
講義中に適宜指示します。

●受講上の留意点
・指示に従い、講義時に円滑に報告・討論ができるようにレジュ
メ等を準備して下さい。
・積極的に調査、実証分析などに取り組むことを期待します。
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